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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 19日 (2006.6.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 面 に 第 １ の 硬 化 性 歯 科 用 組 成 物 を 塗 布 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 １ の 硬 化 性 組 成
物 が 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 吸 収 す る 第 １ の 光 開 始 剤 を 含 む ス テ
ッ プ 、
　 前 記 表 面 上 の 前 記 第 １ の 硬 化 性 組 成 物 に 第 ２ の 硬 化 性 歯 科 用 組 成 物 を 塗 布 す る ス テ ッ プ
で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 硬 化 性 組 成 物 が 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 吸
収 す る 第 ２ の 光 開 始 剤 を 含 む ス テ ッ プ 、
　 前 記 第 ２ の 硬 化 性 組 成 物 に 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 照 射 し 、 前
記 第 ２ の 組 成 物 を 選 択 的 に 硬 化 さ せ る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 続 い て 、 前 記 第 １ の 硬 化 性 組 成 物 に 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 照
射 し 、 前 記 第 １ の 組 成 物 を 硬 化 さ せ 、 前 記 第 ２ の 組 成 物 を 前 記 表 面 に 接 着 さ せ る ス テ ッ プ
、
を 含 む 、 表 面 に 接 着 さ れ る 歯 科 材 料 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 光 開 始 剤 と 前 記 第 ２ の 光 開 始 剤 の ど ち ら も 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ よ り 長 波 長 の 放 射 線
を 吸 収 し な い 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 表 面 に 第 １ の 硬 化 性 歯 科 用 組 成 物 を 塗 布 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 １ の 硬 化 性 組 成
物 が 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 吸 収 す る ホ ス フ ィ ン オ キ シ ド を 含 む
ス テ ッ プ 、
　 前 記 表 面 上 の 前 記 第 １ の 硬 化 性 組 成 物 に 第 ２ の 硬 化 性 歯 科 用 組 成 物 を 塗 布 す る ス テ ッ プ
で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 硬 化 性 組 成 物 が 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 吸
収 す る 第 ２ の 光 開 始 剤 を 含 む ス テ ッ プ 、
　 前 記 第 ２ の 硬 化 性 組 成 物 に 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 照 射 し 、 前
記 第 ２ の 組 成 物 を 選 択 的 に 硬 化 さ せ る ス テ ッ プ 、 お よ び



　 続 い て 、 前 記 第 １ の 硬 化 性 組 成 物 に 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 照
射 し 、 前 記 第 １ の 組 成 物 を 硬 化 さ せ 、 前 記 第 ２ の 組 成 物 を 前 記 表 面 に 接 着 さ せ る ス テ ッ プ
、
を 含 む 、 表 面 に 接 着 さ れ る 歯 科 材 料 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 光 開 始 剤 と 前 記 第 ２ の 光 開 始 剤 の ど ち ら も 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ よ り 長 波 長 の 放 射 線
を 吸 収 し な い 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 口 腔 表 面 に 硬 化 性 歯 科 用 接 着 剤 を 塗 布 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 硬 化 性 接 着 剤 が 約 ３
８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 吸 収 す る 第 １ の 光 開 始 剤 を 含 む ス テ ッ プ 、
　 前 記 口 腔 表 面 上 の 前 記 硬 化 性 歯 科 用 接 着 剤 に 硬 化 性 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト を 塗 布 す る ス テ
ッ プ で あ っ て 、 前 記 硬 化 性 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト が 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の
放 射 線 を 吸 収 す る 第 ２ の 光 開 始 剤 を 含 む ス テ ッ プ 、
　 前 記 硬 化 性 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト に 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 照 射
し 、 前 記 硬 化 性 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト を 選 択 的 に 硬 化 さ せ る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 続 い て 、 前 記 硬 化 性 歯 科 用 接 着 剤 に 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 照
射 し 、 前 記 歯 科 用 接 着 剤 を 硬 化 さ せ 、 前 記 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト を 前 記 口 腔 表 面 に 接 着 さ せ
る ス テ ッ プ 、
を 含 む 、 口 腔 表 面 に 接 着 さ れ る 歯 科 材 料 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 光 開 始 剤 と 前 記 第 ２ の 光 開 始 剤 の ど ち ら も 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ よ り 長 波 長 の 放 射 線
を 吸 収 し な い 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 口 腔 表 面 に 硬 化 性 歯 科 用 接 着 剤 を 塗 布 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 硬 化 性 接 着 剤 が 約 ３
８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 吸 収 す る ホ ス フ ィ ン オ キ シ ド を 含 む ス テ ッ プ
、
　 前 記 口 腔 表 面 上 の 前 記 硬 化 性 歯 科 用 接 着 剤 に 硬 化 性 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト を 塗 布 す る ス テ
ッ プ で あ っ て 、 前 記 硬 化 性 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト が 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の
放 射 線 を 吸 収 す る ジ ケ ト ン を 含 む ス テ ッ プ 、
　 前 記 硬 化 性 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト に 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 照 射
し 、 前 記 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト を 選 択 的 に 硬 化 さ せ る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 続 い て 、 前 記 硬 化 性 歯 科 用 接 着 剤 に 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ４ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 照
射 し 、 前 記 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト を 前 記 口 腔 表 面 に 接 着 さ せ る ス テ ッ プ 、
を 含 む 、 口 腔 表 面 に 接 着 さ れ る 歯 科 材 料 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 光 開 始 剤 と 前 記 第 ２ の 光 開 始 剤 の ど ち ら も 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ よ り 長 波 長 の 放 射 線
を 吸 収 し な い 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 表 面 に 第 １ の 硬 化 性 歯 科 用 組 成 物 を 塗 布 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 表 面 上 の 前 記 第 １ の 硬 化 性 歯 科 用 組 成 物 に 第 ２ の 硬 化 性 歯 科 用 組 成 物 を 塗 布 す る ス
テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 第 １ の 硬 化 性 歯 科 用 組 成 物 と 前 記 第 ２ の 硬 化 性 歯 科 用 組 成 物 を 硬 化 さ せ 、 前 記 表 面
に 第 ２ の 組 成 物 を 接 着 さ せ る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 硬 化 性 組 成 物 が 前 記 第 １ の 硬
化 性 組 成 物 の 完 全 硬 化 の 前 に 実 質 的 に 完 全 に 硬 化 さ れ る ス テ ッ プ 、
を 含 む 、 表 面 に 接 着 さ れ る 歯 科 材 料 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 硬 化 性 組 成 物 又 は 前 記 第 ２ の 硬 化 性 組 成 物 の 少 な く と も 一 方 が 化 学 硬 化 性 で
あ る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 硬 化 性 組 成 物 が 、 約 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ 約 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 放 射 線 を 吸 収 す る
第 １ の 光 開 始 剤 を 含 む 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 光 開 始 剤 が 、 ア シ ル ホ ス フ ィ ン オ キ シ ド お よ び ビ ス ア シ ル ホ ス フ ィ ン オ キ シ
ド か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る ホ ス フ ィ ン オ キ シ ド を 含 む 、 請 求 項 １ ま た は ６ に 記 載 の 方 法
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。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ホ ス フ ィ ン オ キ シ ド が 、 一 般 式 、
Ｒ 1 Ｐ （ ＝ Ｏ ） （ Ｃ （ ＝ Ｏ ） Ｒ 2 ） 2

（ 式 中 、 Ｒ 1 は ヒ ド ロ カ ル ビ ル 基 で あ り 、 各 Ｒ 2 は 独 立 し て ヒ ド ロ カ ル ビ ル 基 、 Ｓ － 、 Ｏ －
、 又 は Ｎ － を 含 有 す る ５ 員 環 又 は ６ 員 環 の 複 素 環 基 で あ る ） の ビ ス ア シ ル ホ ス フ ィ ン オ キ
シ ド で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 口 腔 表 面 に 硬 化 性 歯 科 用 接 着 剤 を 塗 布 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 口 腔 表 面 上 の 前 記 硬 化 性 歯 科 用 接 着 剤 に 硬 化 性 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト を 塗 布 す る ス テ
ッ プ 、 お よ び
　 前 記 硬 化 性 歯 科 用 接 着 剤 と 前 記 硬 化 性 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト を 硬 化 さ せ 、 前 記 表 面 に 前 記
コ ン ポ ジ ッ ト を 接 着 さ せ る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 硬 化 性 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト が 前 記 硬 化
性 歯 科 用 接 着 剤 の 完 全 硬 化 の 前 に 実 質 的 に 完 全 に 硬 化 さ れ る ス テ ッ プ 、
を 含 む 、 口 腔 表 面 に 接 着 さ れ る 歯 科 材 料 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 硬 化 性 接 着 剤 又 は 硬 化 性 コ ン ポ ジ ッ ト の 少 な く と も 一 方 が 化 学 硬 化 性 で あ る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ハ ウ ジ ン グ 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ 、 第 １ の 波 長 範 囲 内 の 光 を 放 射 す る 第 １ の 光 源 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 波 長 範 囲 内 の 光 を 放 射 す る 第 ２ の 光 源 、 お よ び
　 前 記 第 １ の 光 源 と 前 記 第 ２ の 光 源 に 操 作 可 能 に 接 続 さ れ る 制 御 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １
の 光 源 と 前 記 第 ２ の 光 源 か ら の 光 の 放 射 を 制 御 す る 制 御 装 置 、
を 備 え る 、 歯 科 用 組 成 物 を 硬 化 さ せ る ラ イ ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ 、 第 １ の 波 長 範 囲 内 の 光 を 放 射 す る 第 １ の 光 源 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 波 長 範 囲 内 の 光 を 放 射 す る 第 ２ の 光 源 、 お よ び
　 前 記 第 １ の 光 源 と 前 記 第 ２ の 光 源 に 操 作 可 能 に 接 続 さ れ る 制 御 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １
の 光 源 と 前 記 第 ２ の 光 源 か ら の 光 の 放 射 を 制 御 す る 制 御 装 置 、
を 備 え る ラ イ ト か ら の 放 射 線 を 当 て る ス テ ッ プ を 含 む 、 歯 科 用 組 成 物 を 硬 化 さ せ る 方 法 。
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